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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 

心血管腎臓病は「病態連関病」とも表され、高血圧症や糖尿病、脂質異常症、高尿酸血

症などの疾患が血管内皮障害をもたらすことで動脈硬化症を進展させ、腎臓病や脳心血管

病の発症に関与することが知られている。近年、２型糖尿病の約40％が慢性腎臓病を併発

し、心不全患者の約30％が２型糖尿病、約60％が慢性腎臓病をそれぞれ併発することが報

告されている。すなわち、心・腎・代謝連関として相互に臓器や疾患に影響を及ぼしてお

り、血管合併症は糖尿病患者において予後を悪化させる重大な要因と考えられる。 

糖尿病治療の目標は、生涯にわたって血糖とともに体重、血圧、血清脂質を良好な状態

に維持することで糖尿病合併症や動脈硬化症を予防することである。食事療法はすべての

糖尿病患者に対する治療の基本であり、動脈硬化性疾患や慢性腎臓病の予防・管理の点で

重視されているが、血管合併症の進展抑制に有用な食事・栄養因子に関するエビデンスは

未だ十分とはいえない状況である。また、合併症を有する個々の患者の療養生活では熟練

した管理栄養士のサポートが必要であるが、その実態は明らかではない。以上のことから、

本研究では糖尿病血管合併症の進展抑制に関与すると考えられる食事・栄養因子を明らか

にし、２型糖尿病患者に対する栄養管理の視点から新たなエビデンスを得ることを目的と

した。 

研究結果については、以下に述べる３章から構成される論文にまとめた。まず、第１章

（研究１～２）では、血管合併症の進展抑制に有用な食事因子の解明のために耐糖能異常

および２型糖尿病患者を対象とした検討を行った。研究１では、２型糖尿病患者における

尿中アルブミン排泄量と食事摂取状況の関連について検討を行い、正常アルブミン尿群に

比べて微量アルブミン尿群では1日あたりの果物の摂取量が有意に少なく、その他の食品群

別摂取量やエネルギーおよびたんぱく質摂取量では両群間で有意な差は認められなかった。

今後は、様々な抗酸化成分を含む食品で構成される食事パターンが、２型糖尿病患者の尿

中アルブミンの排泄量の低下に寄与するかどうかについて明らかにする必要があると考え

られた。研究２では、麦飯が耐糖能障害者の糖・脂質代謝に及ぼす効果の検討を行い、麦

飯食が白飯食に比べて食後30分および120分の血糖値を有意に低下させ、血清インスリン濃

度のピークは麦飯食で低値傾向を示した。大麦による食後血糖値の上昇抑制効果は、大麦

に含まれる水溶性食物繊維が上部消化管内においてグルコースなどの糖の拡散を阻害し、

小腸粘膜からの吸収を遅延させていることが推察された。 

第２章（研究３～４）では、２型糖尿病患者における血管合併症の進展抑制に有用な栄

養因子の解明と薬物療法の影響について検討を行った。研究３では、ホモシステイン代謝

に関与する栄養因子に関する検討を行い、対象者の約半数が慢性腎臓病を呈しており、血

清亜鉛濃度の平均値は基準範囲の下限に近い値であった。対象者において、対数（log）変

換後の血清ホモシステイン値に対し、ビタミンB12、葉酸、亜鉛との間に有意な負の相関が
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認められた。また、糖尿病治療薬の1つであるメトホルミンが、血清ビタミンB12濃度や血

清亜鉛濃度を低下させることが知られており、メトホルミン内服が血清ホモシステイン濃

度に及ぼす影響についてさらに検討を行う必要があると考えられた。そのため、研究４で

は、メトホルミンがホモシステイン代謝ならびに血清亜鉛濃度に及ぼす影響について検討

を行い、「メトホルミン内服なし群」よりも「メトホルミン内服あり群」で血清亜鉛濃度

が有意に高値を示し、メトホルミン投与は腎機能が正常な患者の場合、血清亜鉛濃度にも

好影響を及ぼす可能性があることが示された。第3章では、腎臓病患者に対する栄養食事指

導の現状について、たんぱく質調整食品・でんぷん製品の指導状況と管理栄養士の認識に

ついて検討を行った。日本腎臓病学会研修施設の栄養部門に属する管理栄養士を対象とし、

586施設の腎臓病専門施設での栄養食事指導の実態や治療用特殊食品を利用する上で認識

している利点の共通性などを示すことができた。今後は、より質の高い栄養管理が展開で

きるよう、さらに検討を重ねていく必要があると考えられた。 

２型糖尿病患者において、糖尿病血管合併症の予防・進展抑制に有用と考えられる食事・

栄養因子には、未精製穀類（大麦）、果物、ビタミンB群や亜鉛が挙げられた。さらに、こ

れら栄養因子は腎機能や性別、薬物療法などの影響を受けるため、個々の患者の病態や薬

物療法に関するアセスメント結果を栄養管理計画に反映させることが必要であること、ま

た、腎臓病患者の栄養管理では、栄養学的利点のみならず患者のQOLの向上も重視し、栄養

管理は多面的な視点から計画を立案し実施することが重要と考えられた。 

以上のことから、本研究は研究目的の独創性と重要性、研究方法の新規性と妥当性、研

究結果の再現性と正確性、研究内容の意義から審査し、総合的に博士課程論文として十分

な内容に到達していると判断し報告する。 

 


